
 

 

確
認
訪
問 

総合通報システム「じしんたすけ」のデモンストレーション 

総合通報システムの実機 
を使用して高齢福祉課員･ 
民生児童委員･地域包括支
援センター職員に 対する 
デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を    
随 時 に 実 施 し て い ま す 。  

●お問合せ・資料請求は 

E-MAIL  info@jisintasuke.com 

〒165-0026 東京都中野区新井1-1-16-1F 

TEL 03(5343)4411 FAX 03(5380)7700 

〒441-8088 愛知県豊橋市牟呂市場町7-9-1F 

TEL 0532(34)3541 FAX 0532(34)3641 

http://www.jisintasuke.com/ 

 総合通報システム「じしんたすけ」が掲載された新聞と書籍  

第１通報系統(緊急通報)  

第２通報系統(火災通報）  
第３通報系統(相談･依頼通報）  

第４通報系統(安否確認通報）  

第５通報系統(電池降下通報）   

第６通報系統(停電通報）   

令和７年度から施行される地域包括ケアシステムにおける 

在宅での支援･介護･見守り･医療･看取りのすべてに適応できる  

20年以上の総合通報の業務実績は年間の平均救助者数が約600人  

総合通報システム｢じしんたすけ｣の機器構成図  

●緊急事態が発生したときに押す無線発信器 

●火災発生を感知する無線火災感知器   

●各種相談や介護･医療を依頼する   

   ときに押す押しボタン   

●24時間･365日見守り     

   続ける安否確認機器 

▶▶▶▶▶▶▶ 
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他社製通報機器  

ペンダント型  腕時計型  

送信器   受信器    

別置センサー受信機   

停電バッテリー 
内蔵基板      

人感センサー 
受信内蔵基板       

救助通報機   
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アルファ受信センター 
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無線人感センサー   
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第１通報先 

第２通報先 

第３通報先 

第１通報先 

第２通報先 

第３通報先 
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第２通報先 

第３通報先 

第１通報先 

第２通報先 

第３通報先 

第１通報先 

第２通報先 

第３通報先 

第１通報先 

第２通報先 

第３通報先 

総合通報システム｢じしんたすけ｣の通報構成図 

革新的 
新製品 

携帯電話ですべての通報が          

できる携帯電話変換装置  
携帯電話変換装置の利点説明
と完成図は９ページを参照  



 

 

アルファ受信センター 

現在、自治体に導入されている総合通報システム｢じしんたすけ｣の通報･対処形態 
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消防署が緊急通報と火災通報だけを直接受信する場合  

アルファがすべての通報を受信する場合  

緊急事態と判断したとき 

火災発生と判断したとき  

緊急通報･安否確認通報の受信者が  

相談･依頼通報の発信者が  

電池降下通報･停電通報のとき  

通報センター装置  119番総合指令台  消防署  

受信センター  通報センター装置  

｢じしんたすけ｣は誤報を激減させたため、全国の消防署が最も迅速で 

確実な対処が必要な緊急通報と火災通報だけは直接受信しています。 

無線発信器は２年毎に電池交換工事を施工しますが、それまでに  

万が一電池不良などで発信不可になる前に電池降下通報をします。  

「緊急事態発生です」  

住所･氏名･電話番号  

｢相談･依頼通報です｣   

住所･氏名･電話番号   

｢安否確認必要です｣   

住所･氏名･電話番号    

「火災発生です」   

住所･氏名･電話番号  

｢電池降下通報です｣    

住所･氏名･電話番号    

｢停電通報です｣    

住所･氏名･電話番号    

「緊急事態発生です」  

住所･氏名･電話番号  

「火災発生です」   

住所･氏名･電話番号  

電池降下通報  

停電通報  

安否確認通報  

相談･依頼通報  

緊急通報  

火災通報  

緊急通報  

火災通報  

通報メッセージ例   

●緊急事態発生時  

無線発信器を押す  

●火災発生時   

無線火災感知器が感知   

●各種相談･介護医療依頼時    

押しボタンを押す  

●安否確認必要時 

    無線人感センサーが感知   

▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 

▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 

▶▶▶▶▶▶▶▶ 

令和７年度までに状況確認に訪問する地 

域の介護事業者･訪問委託者を選定でき 

るまでは親族･協力者が必要になります。   地域の介護事業者･医療機関  

地域の親族･協力者･訪問委託者･介護事業者  

消防車が出動  

救急車が出動(救助のために損壊した家屋は５万円上限の損害補償で修理)  

消防車の出動指令  

救急車の出動指令  

状況確認を依頼  

状況確認に訪問  状況確認を依頼  

介護･医療を依頼  介護･医療に訪問  

各種相談に対応  

無線発信器の電池交換工事に訪問、アナログ回線の使用者には停電時の対応を電話連絡  

状
況
確
認
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
と
き  
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アルファがすべての通報を受信する場合の対処 

▶▶▶▶▶▶ 
●緊急事態  
  発生時  

●火災発生時 ▶▶▶▶ 

消防署が緊急通報と火災通報だけを直接受信する場合の導入形態  

消防署が緊急通報と火災通報だけを直接受信する場合の対処   
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第１通報系統･第１通報先(119番受信)  

第１通報系統･第２通報先(自動受信)  

第２通報系統･第１通報先(119番受信)  

第２通報系統･第２通報先(自動受信)  

消防支署は通報センター装置に救助･ 
消火に必要な住所･氏名などの情報   
が自動受信で表示されます。    

緊急通報  

火災通報  
広域消防署の 

119番総合指令台  
出動指令  

消防支署の 
通報センター装置  救急車･消防車を出動  

１-①.緊急事態が発生したときに無線発信器を押すだけで通報 

１-③.電話やスピーカーホンで救急車を要請、聴話機能で緊急事態を確認 

１-⑦.呼出電話に出て救急車を要請 

２-①.火災が発生したときに無線火災感知器が自動通報 

１-②.｢どうしたんですか？電話に出るか、そのまま大きな声で話してください｣と呼掛け  

１-④.救急車を出動(損壊家屋は５万円上限の損害補償で修理) 

１-⑤.電話やスピーカーホンで呼掛けに不応答、聴話機能で状況確認が不能 

１-⑥.１度電話を切った後に再度電話を呼出 

１-⑧.救急車を出動(損壊家屋は５万円上限の損害補償で修理) 

１-⑨.呼出電話に不応答(誤報を激減させたため救急車の出動が必要) 

１-⑩.救急車を出動(損壊家屋は５万円上限の損害補償で修理) 

１-⑪.必要に応じて状況確認を依頼 １-⑫.状況確認に訪問 

１-⑬.状況確認で救急車を要請 

１-⑭.救急車を出動(損壊家屋は５万円上限の損害補償で修理) 

１-⑮.１-④･１-⑧･１-⑩･１-⑭の救助後に親族等に電話連絡 

２-②.消防車を出動 

介護職員･訪問委託者の 
状況確認は費用が必要 

利用者  地域の親族･協力者･訪問委託者･介護事業者   消防署   

１-①.緊急事態が発生したときに無線発信器を押すだけで通報 

１-❶.最終感知から24時間感知できないときに無線人感センサーが自動通報 

１-②❷.｢どうしたんですか？電話に出るか、そのまま大きな声で話してください｣と呼掛け 

１-③❸.電話やスピーカーホンで救急車を要請、聴話機能で緊急事態を確認 

１-④❹.救急車を要請 

１-⑥❻.電話やスピーカーホンで呼掛けに不応答、聴話機能で状況確認が不能 

１-⑦❼.１度電話を切った後に再度電話を呼出 

１-⑧❽.呼出電話に出て救急車を要請 

１-⑨❾.救急車を要請 

１-⑪⓫.呼出電話に不応答(誤報を激減させたため状況確認が必要)  

１-⑩❿.救急車を出動(損壊家屋は５万円上限の損害補償で修理) 

１-⑫⓬.状況確認を依頼 １-⑬⓭.状況確認に訪問 

１-⑭⓮.状況確認で救急車を要請 

１-⑯⓰.救急車を出動(損壊家屋は５万円上限の損害補償で修理) １-⑮⓯.救急車を要請 

１-⑰⓱.１-⑤❺･１-⑩❿･１-⑯⓰の救助後に親族等に電話連絡 

２-①.火災が発生したときに無線火災感知器が自動通報 

２-③.消防車を出動 ２-②.消防車を要請 

３-①.各種相談をしたいときに押しボタンを押すだけで通報 

３-②.各種相談に対応 

４-①.介護や医療を依頼したいときに押しボタンを押すだけで通報 

４-②.介護や医療を依頼 ４-③.介護や医療に訪問 

５-①.無線発信器の電池降下を自動通報 

５-②.無線発信器の電池交換工事に訪問 

６-①.停電や電源抜けを自動通報 

６-②.アナログ回線の使用者には停電時の対応を電話連絡 

１-⑤❺.救急車を出動(損壊家屋は５万円上限の損害補償で修理) 

介護職員･訪問委託者の 
状況確認は費用が必要 

利用者  

地域の親族･協力者 
訪問委託者 
介護事業者   

消防署   

地域の 
介護事業者 
医療機関   

アルファ 
受信 

センター 



総合通報システム｢じしんたすけ｣の利点と充実  
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自治体の利点と充実  

設置工事料等の初期費用が一切不要な自治体限定の自社リース 

方式と自社レンタル方式、また総合通報関連の事務･工事･保守 

業務の定額業務方式で予算編成が容易になります。 

自治体限定の自社リース方式と定額業務方式  

当年度内  翌年度から５年間   ７年度から２年間  

翌年度４月  

に当年度内  

に設置した 

通報機器の 

リース契約     

を締結  

７年度４月   

に当年度内   

に設置した 

通報機器の 

再リース      

契約を締結  

８年度３月    

に当年度内   

に設置した 

通報機器の 

再リース      

契約満了時   

通報機器   

レンタル  

取引基本  

契約書を  

締結  

必要に応    

じて設置   

した通報   

機器を撤  

去した月  

必要に応じて随時に  

通報機器を設置  

必要に応じて随時に  

通報機器を設置  

必要に応じて随時に  

通報機器を設置  

必要に応じて随時に  

通報機器を設置  

必要に応じて随時に  

通報機器を設置  

すべての年度について、当年度内に設置した通報機器のリース料は当年度内の支払は不要  

翌年度以後に契約したすべての通報機器のリース料と再リース料を支払  

すべての年度について、通報機器を設置した翌月から定額業務料を支払   

自治体限定の自社レンタル方式と定額業務方式  

通報機器を設置した月から撤去した月の期間  

通報機器の設置月の翌月から撤去月の当月までのレンタル料と定額業務料を支払  

総合通報関連のすべての事務･工事･保守業務は予算編成が容易な定額業務方式 

で履行いたします。 

アルファ受信センター 

●通報機器は誤報を激減させたため、消防署や地域協力者 

 等の不要な負担を軽減できます。 

●通報機器は携帯電話を含めてあらゆる電話会社･電話回線･ 

 電話機にも設置できます。 

●通報機器は救助メッセージが録音できるため、聴覚言語 

 障害者にも設置できます。 

●無線発信器による緊急通報を除くオプション機器による 

  各種通報は利用者等の費用負担にすることもできます。 

●通報センター装置はあらゆる他社製通報機器と混用受信 

  できるため、随時に導入できます。 

●通報センター装置を導入する場合、予算編成が容易な自 

  社リース方式と定額保守方式で導入できます。 

高齢化による事業費の増大を抑制する利用者負担金の徴収を代行いたします。 

利用者 自治体  アルファ   

１.設置申込 ２.通報機器の設置申込書①をファクス･送付･オンライン電送 

３.設置日を連絡･決定、通報機器を確認事項書②に従い施工、通報試験･取扱説明を実施 

４.利用負担金口座振替承諾書⑪口座振替依頼書⑫を作成･押印(控えは手交･原本は回収) 

５.利用負担金を口座振替 

６.毎月末に利用負担金口座振替報告書⑬を送付 

利用者 自治体  アルファ   消防署    下図の４･６･９は消防署が緊急通報 

と火災通報だけを直接受信する場合 

下図の①～⑩は別紙の営業資料を参照 
１.各種申込 

２.新設･撤去･移設･変更工事等の申込書①をファクス･送付･オンライン電送 

３.工事日を電話(聴覚言語障害者にはファクス)で連絡して決定 

４.工事日をファクスで連絡、通報センター装置に利用者データをオンライン電送 

５.各種工事を確認事項書②に従い施工、取扱説明 

６.工事完了後に通報試験を確認事項書②に従い実施 

７.工事の確認事項書②完了通知書③をファクス･送付･オンライン電送 

８.毎月末に利用者一覧表④利用者データ表⑤年度利用登録者表⑥年度受信件数表⑦を送付 

毎月末に利用者一覧表④利用者データ表⑤ 

年間利用登録者表⑧年間受信件数表⑨を送付  
９. 

10.定額業務料を請求 

11.定額業務料を支払 

12.毎年９月に翌年度の発信器電池交換対象者表⑩を送付 

13.通報機器の障害発生時に確認事項書②に従い修復 

14.２年毎に発信器の電池交換工事を確認事項書②に従い施工   

下図の①②⑪⑫⑬は別紙の営業資料を参照 
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総合通報システム｢じしんたすけ｣の利点と充実  

消防署の利点と充実  

アルファがすべての通報を受信また消防署が 

緊急通報と火災通報だけを直接受信する場合  

消防署が緊急通報と火災通報だけを直接受信する場合  

総合通報システム｢じしんたすけ｣の利点と充実  

利用者の利点と充実   

●通報機器は誤報を激減させたため、正報の対処だけに 

  専念していただけます。 

●利用者を救助するために損壊した家屋は５万円上限の 

  家屋損害補償で修理できます。 

●利用者が電話に出られない場合でもスピーカーホンで 

 話すことができ、聴話機能により状況を確認すること 

 もできます。 

●利用者が電話回線や電話番号を無届で変更した場合で 

 も録音メッセージの住所･氏名･電話番号により利用者 

 を特定できます。 

●通報センター装置はプルダウン方式のため、受信に伴 

 う関連業務の処理を容易に行うことができます。 

●通報センター装置はアルファのサーバーと電話回線で 

 接続しているため、利用者データ等の入力･変更･削除･ 

 管理業務はすべてアルファがオンラインで行います。 

電
話
回
線
で
接
続  

アルファ受信センター 

●通報機器は携帯電話を含めてあらゆる電話会社･電話 

 回線･電話機にも設置できます。 

●通報機器は誤報を激減させたため、常に安心して無線 

 発信器を身に付けていただけます。 

●無線発信器は生活防水仕様のため、お風呂場でも使用 

  できます。 

●無線発信器は直線見通し距離で100ｍ送信できるため、 

  室内はもちろん庭からでも発信できます。 

通報メッセージ例   

携帯電話変換装置の利点説明と完成図   

●緊急事態発生時  

無線発信器を押す  

●火災発生時   

無線火災感知器が感知   

●各種相談･介護医療依頼

押しボタンを押す  

●安否確認必要時 

無線人感センサーが感知   

▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 

停電通報  
｢停電通報です｣   

住所･氏名･電話番号 

緊急通報   
「緊急事態発生です」  

住所･氏名･電話番号 

火災通報   
「火災発生です」   

住所･氏名･電話番号 

｢安否確認必要です｣   

住所･氏名･電話番号 安否確認通報   

｢相談･依頼通報です｣  

住所･氏名･電話番号 相談･依頼通報   

｢電池降下通報です｣   

住所･氏名･電話番号 電池降下通報  

※利用者が携帯電話機を携帯電話変換装置の充電ケーブルに接続している場合

に限って各種通報を発信できるため 

●消防署や受信センターは固定電話と同様に発信者と発信場所を特定でき、固定

電話と同様の受信と対処ができます。 

携帯電話を固定電話に変換できる革新的新製品  

利用者の利点と充実   

●利用者は帰宅後に携帯電話機を携帯電話変換装置の充電ケーブルに接続する

だけで固定電話と同様に各種通報を発信でき、救助通報機に接続された市販

品の各種の固定電話機で対応できます。 

●利用者は携帯電話機に着信があった場合または電話を発信したい場合には救 

助通報機に接続された市販品の各種の固定電話機を使用できます。 

●利用者は外出時に携帯電話機を携帯電話変換装置の充電ケーブルから外して

持参すれば、携帯電話機を自由に使用できます。 

▶▶▶▶▶▶▶ 

▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 

救助通報機   

電源アダプタ   

充電ケーブル 携帯電話変換装置   

携帯電話機   

固定電話機   

消防署や受信センターの利点と充実   
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利用申込書 

利用者データ表  

年度利用登録者表  年度受信件数表  

利用者一覧表   受信種別明細表    

年間受信件数表  年間利用登録者表  

迅速で確実な受信と対処ができる通報センター装置  

通報センター装置は利用者からの緊急･火災･相談･依頼･安否確認･電池降下･ 

停電通報を受信した場合、あらゆる通報の対処に必要な住所や氏名などの 

 情報がモニター画面に表示されるため迅速で確実な対処ができます。  

２人の利用者から同時に受信したときの表示画面 

利用者のデータと通報受信履歴の表示画面  


